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前回定例会（令和元年１１月１９日）以降の主な動き 

 
令 和 元 年 1 2 月 4 日 
資 源 エ ネ ル ギ ー 庁  
 柏崎刈羽地域担当官事務所 

 

 

１．エネルギー政策全般 

 

○エネ庁ホームページ＜スペシャルコンテンツ＞ 

（１）水素社会の実現に向けて、世界で目標を共有した「第 2回水素閣僚会議」

【１１月２０日公開】 

（２）使用済の核燃料を陸上で安全に保管する「乾式貯蔵」とは？【１１月２７

日公開】 

 使用済燃料の貯蔵方法は「湿式」と「乾式」の２種類 

 乾式キャスクは安全なの？熱は？放射線量は？ 

 核燃料サイクルの推進を前提に、安全管理を徹底 

 

※スペシャルコンテンツ 

https://www.enecho.meti.go.jp/about/special/johoteikyo/ 

 ※当事務所でも紙媒体で配布しています。 

 

 

２．電気事業関連 

 

○第３５回 総合資源エネルギー調査会／電力・ガス事業分科会／原子力小委

員会／放射性廃棄物ワーキンググループ【１１月２９日開催】 

・平成２６年９月の最終処分関係閣僚会議で合意された、「科学的に適

性が高いと考えられる最終処分候補地の具体的要件・基準等について

専門家の更なる検討を進める」を受け、本 WGにおいて検討を行う。 

・第３５回は、複数地域での文献調査の実施に向けた当面の取組方針に

ついて議論。 

  ※当日配布された「資料１」を添付 
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３．新エネ・省エネ関連 

 

○第７回 太陽光発電設備の廃棄等費用の確保に関するワーキンググループ

【１１月２６日開催】 

・太陽光発電設備の廃棄等費用の積立てを担保する制度に関する検討。 

・第７回は、中間整理（案）について議論。 

 

 

４．その他 

 

○第１１回 総合資源エネルギー調査会／資源・燃料分科会／石油・天然ガス

小委員会及び第６回鉱業小委員会＜合同会合＞【１１月２７日開催】 

・石油及びＬＰＧガス事業の再構築、強靭な供給体制について検討。 

・第１１回及び第６回は、新・国際資源戦略の方向性について議論。 

 

●東北地域エネルギー・温暖化対策推進会議（第１５回）《１２月１０日開催

予定》 

・地域におけるエネルギー・温暖化対策に関する情報交換・共有や、エ

ネルギー需給構造に関する実態把握等を図り、地方公共団体をはじめ

地域の地球温暖化対策に関する自主的な取り組みを促進について議

論。 

・第１５回は、国における取組の説明、意見交換等を実施予定。 

  ※東北経済産業局（仙台）所管 

 

 

 

 

（以上） 


